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　名寄市では「デジタル技術“も”活用して、住民本位の行政・地域・社会などを再デザイン」すること
を目指す、名寄市ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）推進計画の一環として、域内の経済循
環を目指し、名寄商工会議所・風連商工会と連携して電子地域通貨導入の準備を進めています。
　名寄市の電子地域通貨の特徴は、キャッシュレス化により“おつり”や“小銭”の扱いが不要になるほ
か、買い物時にお得なポイントが還元されます。また、名寄市の取り組みへ参加することでもポイント
が付与（行政ポイント）され、お買い物時に使用することができます。
　利用方法は、専用カードを利用した方法と、スマートフォン・専用アプリを利用した方法があり、用
途や世代に応じた使用が可能です。
　電子地域通貨の導入により、これまでのサービスの一体化や新たな地域活性化の取組が可能となるほ
か、域内での経済循環により経済の活性化につながることが期待されます。

問い合わせ　　名寄商工会議所（東１南７）　　　　　　　01654③3155
　　　　　　　産業振興室産業振興課（名寄庁舎３階）　　01654③2111（内線3345）

２情報共有

名寄市自治基本条例

　行政ポイントとは、地域通貨として使用できるポイントであり、名寄市が実施する各種取り組みに参 
　加することで、ポイントが付与される次のような取り組みなども実施します。

　医療と介護の情報を共有することで切れ目なく一体的に支援などが提供されるよう、ＩＣＴを活用し
　てネットワークを構築した取り組みに登録された方へポイントを付与します。

　1.市民の健康増進を目指して、１日のウォーキング歩数が一定以上クリアによりポイントを付与。
　2.名寄市が主催する各種健診の受診者・結果相談参加者や、各種健康イベント（健康教室、体操教室
　　など）の参加者にポイントを付与します。

　来名者向けとして、オリジナルカードにより販売します。名寄市の知名度向上と経済の活性化を目指
　します。
　行政ポイントについては、取り組み内容を増加させていく計画となっているほか、各公共施設につい
ても順次、地域通貨の利用を可能としていく予定です。
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